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ゼロ災Challenge！2017の取組

SWS⻄⽇本株式会社 宇ノ気工場

ご安全に！
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１.本日の報告内容
■会社概要
■沿 革
■宇ノ気工場紹介
■事業紹介
■主要納⼊先と⽣産⾞種

◆宇ノ気工場安全活動組織
◆宇ノ気工場17年度活動計画
◆「ゼロ災Challenge!2017」取組内容
◆その他の安全活動
◆「ゼロ災Challenge!2017」まとめ
今後の労働災害ゼロに向けての取組
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■会社概要
会 社 名 ＳＷＳ⻄⽇本株式会社

(ＳＷＳ Ｗｅｓｔ Ｊａｐａｎ，Ｌｔｄ．)
代表取締役社⻑ 石井 均
所 在 地 三重県松阪市大塚町２５番地２
資 本 ⾦ ３億９千万円
株 主 住友電装株式会社
主な事 業 内 容 ワイヤーハーネスの製造・加工及び販売

■沿革
1969年 3月 東洋ハーネス株式会社設⽴
1973年 6月 北陸ハーネス株式会社設⽴
1990年11月 九州住電装株式会社設⽴
2006年 4月 新宮電装株式会社設⽴(東洋ハーネスから分社)

2010年10月 4社を統合し
『ＳＷＳ⻄⽇本株式会社』を設⽴

住友電工・住友電装
グループの

(国内)製造拠点
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■宇ノ気工場紹介

●田鶴浜工場(石川県七尾市)

●宇ノ気工場 (石川県かほく市)

●大分工場(大分県日田市)
●熊本工場(熊本県菊池市)

●本社工場(三重県松阪市)
●松阪工場(三重県松阪市)
●新宮工場(和歌山県新宮市)

●本社(三重県松阪市)
【第一事業部】

【第二事業部】

【第三事業部】

全 社 従 業 員 数
全体能⼒⼈員 1,889人

(2017年4月30日現在)
（派遣含む、グループ会社への出向者除く）

直接雇用人員 1,685人
（派遣除く、グループ会社への出向者含む）

宇ノ気第２工場宇ノ気第１工場

従業員 148名 従業員 246名
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■事業紹介：ワイヤーハーネスの搭載イメージ
【 ⾃動⾞⽤ワイヤーハーネス 】

ハーネス総重量
20kg〜30kg

ハーネス総電線⻑
2,000m〜3,000ｍ

ハーネス総回路数
2,000本〜2,500本

⾞輌に組み付けられる電気配線システム
⾞内の電⼒・信号を伝送 ⇒ 人間でいう

血管・神経の役割
ハーネス（Harness) ： ⾺⾞の引き具「⾺具」
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＊１7年度計画生産構成比

Ｄ社

軽⾃動⾞Ｓ社

Ｔ社

農建機

■主要納⼊先と⽣産⾞種

乗⽤⾞、HEV⾞

軽⾃動⾞

トラクタ、コンバイン

その他 Mi社向けA/B

Ｔ社

52%

Ｄ社

7%
Ｈ社

4%

Mi社

6%

S社

2%

Ｍａ社

1%

二輪

6%

農建機

6%

航空宇宙

0%

試作SP

15%

その他

1%

【全社】 【第二事業部】
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中央安全衛生委員会

宇ノ気地区安全衛生委員会 第一安全部会

第二安全部会

◆宇ノ気工場安全活動組織

第三安全部会

副委員⻑（1名）

指名委員（8名）

選出委員（9名）

事務局 （1名）

部会⻑ （1名）

事務局 （1名）

推進委員（5名）

従
業
員

従業員全員参加型活動

委員⻑ （1名）

部会⻑ （1名）

事務局 （1名）

推進委員（9名）

部会⻑ （1名）

事務局 （1名）

推進委員（6名）

総勢 （394名） 第１工場 148名

第2工場２階 160名

第２工場１階 86名
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17年度安全衛⽣基本理念
＜安全＞安全は全てに優先する
＜衛生＞社員一人ひとりの健康は活気ある企業の源である

目標＜労働災害ゼロ＞＜交通災害ゼロ＞

◆宇ノ気工場17年度活動計画

※赤字はゼロ災challenge！2017追加項目
項目 17年度活動計画 １７年度活動内容

職場の５S活動
作業者による⽇常管理点検（安全５Sチェック）
日めくりカレンダー

1.4ｍ化活動 1.4m化の推進及びしゃがみこみ禁止活動、腰痛予防対策

健康診断結果有所⾒者フォロー 有所⾒者の⼆次検診100％受診、特定保健指導
健康まつり ⾦沢病院とかほく市との連携による従業員の意識向上

受動喫煙対策 喫煙マナー推進チームによる受動喫煙防止活動

全従業員による街頭指導の実施
年間を通じて全従業員実施
（プラカードによる街頭指導）

ヒヤリハット募集 交通マップの作成と掲示
防災訓練 1回/年実施
図上訓練（ＢＣＰ） 2回/年実施
救命講習 4回/年実施

危機管理

安全管理

衛⽣管理

交通安全
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１．日めくりカレンダー作成し朝礼等で安全唱和
◆「ゼロ災Challenge!2017」取組内容

目的：①安全監査の指摘事項⇒同じ指摘を繰り返さないため、また他工場への水平展開を図る
②なぜ指摘されたのか、何が危険なのか、どんな対策をしたのかを全員が考え感性を高める

ラジオ体操後の朝礼で、安全唱和、
「今⽇も⼀⽇ご安全に！」「０災で⾏こう ヨシ！」で
一日の仕事をスタートします。

従業員全員参加型活動
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◆「ゼロ災Challenge!2017」取組内容
２．ゼロ災Challenge!2017の活動内容を安全の掲示板に掲示し、
さらに安全衛生委員会、各安全部会で声掛けを⾏い従業員に周知
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３．生活習慣の改善
◆「ゼロ災Challenge!2017」取組内容

特定保健指導の実施
生活習慣病の発症リスクが高く、生活習慣の改善による生活習慣病の予防
効果を高く期待できる４０才以上の方に対して⽣活習慣を⾒直すサポート
を⾏う。

保健師による健康指導を実施
具体的にどんなことをするか？
*⾃⾝の健康状態を知り、将来どのように影響するのか理解する
*生活習慣の問題点を考える（日々の食生活や運動）
*半年間取り組む内容と⽬標を設定（体重○％減など）

⾦沢病院が72名のうち31名を
生活習慣病の可能性が高いと判定。
委員会で全員に受診するように個別
指導。現在、指導継続中。

2017年度 対象者 受診者 ⽐率（％）
定期健康診断対象者 327名 327名 100%
有所⾒者 72名
二次検診受診 72名 72名 100%
特定保健指導対象者 31名 31名 継続中
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1.4ｍ化活動とは、ʻ13年4⽉〜活動開始、職場全体の視野を確保（⾒える化推進）すること
により不安全⾏動や不安全状態等潜在する危険源の低減を図り、災害ゼロにつなげる。

1.4m

改善例①

◆「ゼロ災Challenge!2017」取組内容

◆活動背景

４．腰痛予防のための活動（しゃがみこみ禁止活動）

日本人女性
平均身長１５６㎝
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４．腰痛予防のための活動（しゃがみこみ禁止活動）
◆「ゼロ災Challenge!2017」取組内容

腰痛・転倒・頭部接触等のリスクがある
掲示物（床から50㎝以内）、部品棚
下段を使用しない活動

改善例③掲⽰物

改善例②部品棚

使用しない
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当社は、2010年ＳＷＳ⽅式 労働安全衛生マネジメントシステム
（OSHMS）の認証を取得しました。
(OSHMS＝occupational safty＆helthmanagement system の略)

OSHMSとは、安全衛生活動への組織的な取組ができる仕組みを作り、
潜在的危険性を低減させるための手法（リスクアセスメント）を取り入れ、
快適な作業管理、健康管理を⾏うため、トップから作業者まで⽇常の
活動の一環として安全衛生活動に参加し、安全衛生水準を向上させると
いうものです。

リスクアセスメントの実施、ヒヤリハットの提出、KYT（危険予知活動）の
実施、改善提案の提出など従業員全員の安全活動により、安全に働ける
職場を作っています。

◆その他の安全活動
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①安全５Ｓチェックシート ②衛⽣管理者巡視記録 ③トップによる安全監査

作 業 者 自 工 程 ①作業者による点検（あるべき姿遵守）

管理監督者

安全衛生委員会

委員による巡視（１回/月）

安全管理者による巡視（１回/月）

②衛生管理者による巡視（１回/週）

各 部 会 推進委員による巡視（１回/月）

トップ（役員） ③トップによる安全監査（１回/年）

◆その他の安全活動
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◆その他の安全活動
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目的：自分の健康に関心を持ってもらい、健康に会社生活を送ってもらう。

物忘れ測定

1日必要な
野菜350ｇを
計ってみよう！

⾦沢病院さんによる健康チェック
＊骨密度 ＊血圧 ＊体脂肪
＊乳がんモデル指導 *物忘れプログラム
かほく市健康福祉課による出前講座

健康体操「ちょいトレ体操」
1日350ｇの野菜を食べよう
こころの病気を知ろう

ちょいトレ体操

◆その他の安全活動
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★チームメンバーによる巡回
喫煙室の利⽤時間チェック
喫煙室使用マナー指導等
★ポスターの掲⽰による意識
向上活動

活動内容

★喫煙マナー向上推進チーム発足：2017年9月

★喫煙者は受動喫煙を理解し、喫煙マナーを守り
快適な職場環境づくりをすすめていく。

★屋外喫煙室の設置は18年度上期に実施予定。
（４か所を３か所に減、屋内全面廃止）

◆その他の安全活動
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◆その他の安全活動
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や
ら
な
い

感度まだまだ

感度高
い
感
受
性

敢⾏性（やっちゃう度）

（本人の
思い）

オレンジ
ゾーン

や
っ
て
し
ま
う

自信の
ない
安全

ついつい
不安全

過信の
不安全

特性を生
かして安全

（本人の
思い）

・ルール守って
・確認してから
・危険を予知
するＫＹ

・怖いのでやら
ない
・知らないから
やらない

・面倒くさい ・やっ
ちゃえ
・今まで大丈夫
だったから
・ついうっかり
・まあいいや
・何も考えずに

・止めたくない、後
が大変
・オレは大丈夫

－１．「Ｋ」「Ｋ」とは
■ 敢⾏性（Ｋａｎｋｏｕｓｅｉ）
「危険」なことでもやってしまう傾向 （やっちゃう度）

■ 感受性（Ｋａｎｊｙｕｓｅｉ）

設備・作業の安全に関する「知識」と「危険」かもしれないと思う⼒

－２．目的
■職場や⼯程ごとのＫＫ度を把握し、
安全活動を充実させる。
■安全教育や訓練の効果・有効性を
確認し、さらに向上させる。

◆その他の安全活動
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B,C,Dｿﾞｰﾝの⽅個別に、⽇々の⾏動を観察し、どこに危
険があるのか、どのように⾏動をすれば良いのかを
対話形式で指導を⾏う。

2017年度

349名
（94％）

11名
（3％）

6名
（2％）

6名
（2％）

不安全⾏動防⽌を進める！

「危険感受性」と「危険敢⾏性」と
⾏動⾯の安全の確保の関係を図示

◆その他の安全活動

2014年1月 2014年10月 2015年11月 2016年11月 2017年12月
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◆「ゼロ災Challenge!2017」まとめ
今後の労働災害ゼロに向けての取組
今回、ゼロ災Challenge!2017に参加させていただき、
安全衛生委員会、安全部会、各職場で、
ゼロ災Challenge!2017の取組を周知し、いろいろな場面で
声掛けを⾏ってきた。

ポケテナシ運動・安全日めくりカレンダー唱和・腰痛予防などの
活動を通じて従業員の安全意識を⾼めることが出来た。

これからも「安全第一！」「ゼロ災で⾏こう！ヨシ」で労働災害
ゼロを継続できるよう安全活動を進めていきたい。
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ご安全に


